
松浪地区まちぢから協議会	 

防災対策部会	 

	 

	 平成２８年度	 第四回	 防災訓練実行委員会	 次第	 

 
 

日	 	 	 時：平成２８年９月１５日（木）18時 30分～20時 00分 
場	 	 	 所：松浪コミュニティセンター	 ホール１・２ 
参	 集	 者：松浪地区防災訓練実行委員、茅ケ崎市防災対策課 

 
１．	 開	 	 	 会	 	 	 挨拶……植松	 まちぢから協議会会長	 

	 	 	 

２．	 議	 	 	 事	 

	 

①	 「新規地区防災訓練」（災害対策地区拠点における緊急情報のトリアージ訓練）	 

	 	 の手順説明	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ……市	 防災対策課	 

	 

	 	 	 	 	 	 □マニュアル配布	 

	 	 	 	 	 	 □プロジェクターによる手順説明	 

	 	 	 	 

②	 市防災対策課との打ち合わせ事項報告	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ……田中	 副部会長	 

	 ⅰ）起震車、煙体験について 
	 ⅱ）移動式ホース格納箱放水訓練について 
	 ⅲ）水消火器消火訓練について 
	 ⅳ）心肺蘇生法よ AED講習のデモンストレーションについて 
	 ⅴ）救助訓練（応急手当、搬送訓練）について 
	 ⅵ）防災講演について 
	 ⅶ）防災グッズ販売の業者選定に関して 
 
③	 今後のスケジュール確認	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ……有川	 部会長 
	  
④	 拠点別打ち合わせ（松浪小学校班、松浪中学校班に別れて） 
 
３.	 次回の委員会開催予定	 

	 

日	 時：平成２８年１０月６日（木）18時 30分～20時 00分 
場	 所：松浪コミュニティセンター	 ホール１・２ 

 



◆松浪地区まちぢから協議会	 防災訓練実行委員会 
 

	 	 『防災訓練項目について市防災対策課との打ち合わせ報告』	 2016/09/01 

 
（１）8/25時点での拠点毎の合同防災訓練項目（暫定案） 
 
	 ●松浪小学校拠点案	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ●松浪中学校拠点案 
	  ①起震車体験訓練	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ①起震車体験訓練 
   ②煙体験訓練	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ②煙体験訓練 
 	 ③ホース格納箱放水訓練	 	 	 	 	 	 	 	 	 ③ホース格納箱放水訓練 
	  ④水消火器消火訓練	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ④水消火器消火訓練 
	  ⑤AED と心肺蘇生訓練	 	 	 	 	 	 	 	 	  ⑤炊き出し 
	  ⑥救助訓練（応急手当～搬送訓練）	 	 	 	 	 	 ⑥防災講演	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ⑦防災グッズの展示販売	 

	 

（２）9/1 時点での各公共機関への要確認事項（８項目）	 
	 

	 ①	 起震車、煙体験の松林地区との最終調整はどのタイミングで行うのか。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
    松林地区では、起震車を希望。  
	 	 市としては、“松浪地区に煙体験を選択してもらえれば円満解決”の意向。 
	 	 “松浪地区が我慢すれば良い”という様な単純な問題では無いので、最低でも「十分納得の行く 
	 	 見返りをいただく。」か、「公平にくじ引き等で決める。」事を要請。 
	 	 見返り案として、 
	 	 ⅰ)松林地区でも希望している他の訓練用の機材を、優先的に松浪地区に廻していただく。 
	 	 	 例：水消火器消火訓練用の消火器４０台 
	 	 ⅱ）ホース格納箱放水訓練に消防本部から人員を割いてもらえるように便宜を払っていただく。 
	 	 ⅲ）市防災対策課平山氏に防災講演をしていただく。 
	 	 ⅳ）その他のインセンティブが有れば逆提案していただく。 
 
	 ②	 ホース格納箱放水訓練の立ち会いを消防団が出来ない場合、市消防指課か市防災対策課 
	 	 にお願い出来ないかどうか。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 ①-ⅱ）の要請を受け、消防本部警防救命課より 2拠点に職員を派遣出来るか調整。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →（9/15までの宿題） 
 
 
 
 
 
 
 
 



	 ③	 水消火器の拠点毎の最小割当台数は何台になるか。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 ①-ⅰ）の要請を受け、水消火器消火訓練用の消火器４０台を松浪地区が優先使用できる様に調整。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 →（9/15までの宿題） 
	  
	 ④	 AED の心肺蘇生訓練で、３００人からの参加者に対し、デモンストレーションとして 
	 	 応急手当普及協会からボランティアの派遣してもらえるかどうか。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 短時間で大勢の見学者にデモンストレーションを行う事は、学習実践効果が見込めないだけでな 
	 く、間違った施術や機械操作が事故に繋がる危険性も有り、応急手当普及員協会の普及方針と相容 
	 れないので、要請を受けられない。ただし、これはあくまで応急手当普及員協会の見解で、一般の 
	 普及員協会員に「心肺蘇生法とAEDの講習」の実演を禁じる物ではなく、応急手当普及員協会以外 
	 の団体には当てはまらない。 
	 	 したがって、以下の２通りの代案を提案していただいた。 
 
	 ⅰ）一般の普及員協会員に知り合いの方が居るなら、個人的に要請を受けていただく事は可能。 
	 ⅱ）日本赤十字神奈川支部、もしくは最寄りの神奈川県下の安全法普及会に連絡して、デモンスト 
	 	 レーションが可能か要請をしてみる。但し、日本赤十字関連組織への要請は、最低でも実施日の 
	 	 ２ヶ月以上前が基本条件なので、早急な手配が必要。 
 
	 ※	 事項④に関しては、上記内容を 9/3に松浪小学校拠点班長、副班長両名にメールにて報告済み。 
 
	 ⑤	 救助訓練（応急手当～搬送訓練）の際の防災リーダーフォローアップ講習会のスケジュ	 

	 	 ール確認と、貸し出し可能機材の確認。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 松林地区が訓練を選択していないので、機材は全て貸し出し可能。	 

	 	 要員の防災リーダーの方々のフォローアップ講習会のスケジュールに関しては、担当自治会、	 

	 	 要員の人数が決まった時点で確認の事。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 



	 ⑥	 市防災対策課平山氏に防災講演をお願い出来るかどうか。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 ①-ⅲ）の要請を受け、快諾をいただく。（但し、本年度のみ） 
	 	 更に防災講演に併せて、松浪中学校体育館でパネルによる防災展示を提案していただいたので、 
	 今後	 実行委員会にて検討する。 
 

 
 
 
	 ⑦	 防災グッズの展示販売に関し、市の推奨業者があればご紹介いただく。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 市としては、業者や特定の商品の斡旋、宣伝は出来ないとの事。 

 
	 ⑧「災害対策地区拠点における緊急情報のトリアージ訓練」の要項説明をどうするか。	 

	 	 ※	 9/15 の第 4 回防災訓練実行委員会にて、市防災対策課からの説明を求む。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ↓↓ 
	 	 9/15 会議冒頭で、マニュアル配布と、プロジェクターを使用した３０分程度の説明をする予定。	 

 
 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 以上 


